
行
財
政
改
革
や
国
際
化
の
中
で
農
政

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
景
気
低

迷
が
続
く
平
成
年
代
で
す
が
、
農
業
の

果
た
す
役
割
は
食
料
の
供
給
と
自
然
環

境
の
保
全
や
心
の
ゆ
と
り
空
間
な
ど
、

依
然
と
し
て
日
本
文
化
に
不
可
欠
な
産

業
で
す
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
や
海
外
か
ら
の
圧
力

な
ど
に
、
技
術
大
国
日
本
と
し
て
研
究

開
発
的
感
覚
で
対
処
す
る
こ
と
で
ま
だ

ま
だ
、
総
合
食
料
供
給
基
地
岩
手
は
大

き
な
地
場
産
業
と
し
て
発
展
す
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
日
本

型
食
生
活
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

多
様
化
が
著
し
く
変
化
の
早
い
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
敏
速
に
対
応
し
た
岩
手
ブ

ラ
ン
ド
の
農
畜
産
物
と
し
て
差
別
化
出

来
る
生
産
・
供
給
は
技
術
開
発
に
委
ね

る
し
か
な
く
、
ま
た
、
明
確
な
担
い
手

の
大
方
を
占
め
る
新
し
い
経
営
体
と
し

て
岩
手
型
集
落
営
農
の
体
制
や
そ
の
営

農
類
型
も
新
鮮
な
研
究
素
材
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
県
の
研
究
者
や
技

術
者
に
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議

会
長
　
中
　
野
　
昌
　
造

農業会議通信 農業会議通信 農業会議通信 
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農地と担い手を  　　 
　　  守り活かす運動 

岩手県農業会議 

1

「
技
術
先
行
型
の
農
政
改
革
も
」

今

月

の

一

言

●農業委員の責務を申し合わせ決議

●農政功労者表彰に福田氏、小山氏、金野氏

●「いわて農業法人ビジネススクール」に25名入学

●「経営所得安定対策等大綱」研修に600名

●全国の認定農業者2500名福島県に集う

●農業・農村が大変革に突入



去
る
、
11
月
11
日
に
盛
岡
市
の
盛
岡
市
民

文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
県
内
の
農
業
委
員

約
９
０
０
名
の
参
加
と
第
50
回
の
節
目
に
相

応
し
く
岩
手
県
副
知
事
竹
内
重
徳
氏
、
県
議

会
議
長
伊
藤
勢
至
氏
、
国
会
議
員
玉
澤
徳
一

郎
氏
、
平
野
達
男
氏
、
主
濱
了
氏
、
全
国
農

業
会
議
所
専
務
中
村
裕
氏
、
県
農
林
水
産
部

長
今
泉
敏
朗
氏
ほ
か
、
各
界
か
ら
多
数
の
ご

来
賓
の
ご
臨
席
を
頂
い
て
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。

ま
ず
、
農
政
功
労
者
表
彰
を
は
じ
め
、
農

林
水
産
大
臣
表
彰
、
永
年
勤
続
農
業
委
員
表

彰
、
全
国
農
業
新
聞
普
及
優
良
表
彰
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
、
議
長
団
に
釜

石
市
農
業
委
員
会
会
長
小
笠
原
文
一
氏
、
久

慈
市
農
業
委
員
会
会
長
荒
澤
光
一
氏
を
選
任

し
て
議
事
に
入
り
、
第
１
号
議
案
「
岩
手
県

の
農
業
施
策
の
充
実
に
関
す
る
要
請
決
議
」

を
花
巻
市
農
業
委
員
会
高
橋
会
長
か
ら
提

案
、
第
２
号
議
案
「
本
県
農
業
委
員
会
系
統

組
織
の
予
算
確
保
等
に
関
す
る
要
請
決
議
」

を
一
関
市
農
業
委
員
会
畠
山
会
長
が
提
案
し

て
満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第

４
号
議
案
の
「
農
業
者
年
金
制
度
の
普
及
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
は
４
２
０
０
名

の
加
入
に
向
け
て
農
業
委
員
が
率
先
し
て
加

入
す
る
こ
と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

特
に
、
第
３
号
議
案
の
「
い
わ
て
の
農
地
と

担
い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
」
と
第
５
号
議

案
の
「
情
報
提
供
活
動
の
強
化
」
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
の
責
務
と
し
て
戸
別
訪
問
等

の
活
動
を
展
開
す
る
画
期
的
な
申
し
合
わ
せ

を
ま
し
た
。

節
目
の
第
50
回
農
業
委
員
大
会
で
、
こ
れ

の
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
表
彰
の
栄
に

浴
さ
れ
た
方
々
は
、
ま
ず
、
農
政
功
労
者
表

彰
に
は
、
長
年
の
農
協
活
動
の
功
績
で
、
玉

山
村
の
新
い
わ
て
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

専
務
の
福
田
　
稔
氏
、
土
地
改
良
事
業
に
功

績
の
あ
っ
た
雫
石
町
の
小
山
和
夫
氏
、
農
業

委
員
活
動
と
地
域
農
業
の
振
興
が
認
め
ら
れ

て
、
川
崎
村
の
金
野
善
一
氏
の
三
名
に
農
業

会
議
中
野
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
大
臣
表
彰
に
は

長
年
の
農
業
委
員
活
動
の
功
績
に
対
し
て
、

水
沢
市
農
業
委
員
会
会
長
の
千
田
榮
悦
氏
に

竹
内
副
知
事
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

永
年
勤
続
農
業
委
員
表
彰
に
は
宮
古
市
の

佐
々
木
松
夫
氏
ほ
か
27
名
が
授
与
さ
れ
ま
し

2

た
。
全
国
農
業
新
聞
普
及
優
良
表
彰
で
は
、

最
優
秀
賞
に
紫
波
町
農
業
委
員
会
ほ
か
２
６

農
業
委
員
会
が
、
農
業
委
員
功
労
賞
に
は
金

ヶ
崎
町
の
石
田
一
氏
、
矢
巾
町
の
名
郷
根
法

育
氏
、
滝
沢
村
の
井
上
節
雄
氏
に
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

去
る
、
11
月
16
日
に
盛
岡
市
の
岩
手
大
学

農
学
部
大
会
議
室
に
お
い
て
、「
い
わ
て
農

業
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
の
入
学
式
を

行
い
ま
し
た
。
岩
手
大
学
と
農
業
会
議
、
岩

手
県
農
業
法
人
協
会
が
共
催
す
る
全
国
で
も

例
の
な
い
取
り
組
み
で
す
。

当
ス
ク
ー
ル
の
校
長
を
務
め
る
岩
手
大
学

農
学
部
長
の
藤
井
克
巳
氏
の
式
辞
で
「
岩
手

の
農
業
を
背
負
う
経
営
者
に
な
る
よ
う
に
」

と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
農
政
局

長
祝
辞
を
代
読
し
た
当
局
生
産
経
営
流
通
部

次
長
の
渡
邊
辰
男
氏
、
県
農
林
水
産
部
長
祝

辞
を
述
べ
た
当
部
農
業
振
興
課
総
括
課
長
の

及
川
傳
弘
氏
、
岩
手
大
学
学
長
の
平
山
健
一

氏
の
三
氏
か
ら
「
本
県
農
業
の
将
来
性
と
農

業
経
営
者
と
し
て
の
役
割
を
託
す
」
と
の
お

言
葉
に
身
の
締
ま
る
思
い
で
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

県
内
各
地
の
農
業
法
人
や
農
業
法
人
を
目

指
す
経
営
体
の
経
営
者
と
「
い
わ
て
農
業
者

ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
」
の
卒
業
生
な
ど
25
名
の

入
学
が
許
可
さ
れ
て
、
２
月
７
日
ま
で
の
講
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〜
第
50
回
岩
手
県
農
業
委
員
大
会
盛
大
に
開
催
〜

農
業
委
員
の
責
務
を
申
し
合
わ
せ
決
議

農
政
功
労
者
表
彰
に

福
田
氏
、
小
山
氏
、
金
野
氏

〜
企
業
的
経
営
者
を
目
指
し
て
〜

「
い
わ
て
農
業
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
」
に
25
名
入
学



座
に
向
け
て
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。
農

政
改
革
の
中
で
自
ら
の
経
営
を
見
直
し
て
地

場
産
業
と
し
て
の
農
業
経
営
体
に
発
展
さ
せ

る
に
は
経
営
能
力
の
飛
躍
的
な
向
上
が
不
可

欠
な
時
代
に
極
め
て
時
宜
を
得
た
学
生
の
誕

生
で
あ
り
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

去
る
、
11
月
22
日
に
盛
岡
市
の
岩
手
教
育

会
館
に
お
い
て
、「
い
わ
て
農
業
者
ト
ッ
プ

ス
ク
ー
ル
」
公
開
講
座
と
し
て
、
当
ス
ク
ー

ル
の
学
生
と
県
内
の
認
定
農
業
者
等
、
約
６

０
０
名
の
参
加
者
を
得
て
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。

新
し
い
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
具
体
化
に
向
け
た
「
経
営
所
得
安
定
対
策

等
大
綱
」
が
10
月
27
日
に
決
定
し
た
の
を
受

け
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
県
内
の
農
業
者
等

に
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
に
開
催
し
ま
し

た
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
全
農
業
者
を
対
象
に

し
て
い
た
政
策
的
な
支
援
を
認
定
農
業
者
と

一
定
基
準
を
満
た
し
た
集
落
営
農
等
に
限
定

す
る
こ
と
と
米
、
麦
、
大
豆
等
の
品
目
対
策

か
ら
経
営
全
体
を
対
象
に
し
た
こ
と
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
の
果
た
す

多
面
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
農
地
や
農

道
、
水
路
等
を
共
同
で
管
理
す
る
場
合
も
支

援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
改
革
と
な
っ
た
農
政
に
い

ち
早
く
対
処
し
て
日
本
の
総
合
食
料
供
給
基

地
の
確
保
と
地
場
産
業
と
し
て
の
農
業
経
営

を
育
成
す
る
こ
と
が
本
県
農
業
の
生
き
残
る

最
大
の
課
題
に
な
り
ま
す
。
こ
の
公
開
講
座

に
は
農
林
水
産
省
の
大
臣
官
房
参
事
官
、
都

倉
祥
夫
氏
に
本
大
綱
の
内
容
を
詳
し
く
解
説

頂
い
て
認
識
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
改
革
を
先
見
の
目
で
み

て
集
落
営
農
に
取
組
ん
で
い
る
江
刺
市
の
原

体
フ
ァ
ー
ム
の
経
営
内
容
を
菊
地
利
男
理
事

に
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
岩
手
大
学

農
学
部
副
学
部
長
木
村
伸
男
教
授
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
で
当
ス
ク
ー
ル
学
生
４
人
と
会

場
の
参
加
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
新
し
い
農
業
展
開
の
将
来
性
を

語
り
合
い
「
生
産
者
か
ら
経
営
者
へ
の
意
識

改
革
と
実
践
あ
る
の
み
」
と
農
業
の
可
能
性

を
認
識
し
合
い
ま
し
た
。

去
る
、
10
月
27
日
か
ら
28
日
の
２
日
間
、

福
島
県
郡
山
市
に
お
い
て
第
８
回
全
国
認
定

農
業
者
ふ
く
し
ま
サ
ミ
ッ
ト
が
全
国
か
ら
約

２
５
０
０
名
の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

農
政
改
革
で
明
確
な
担
い
手
に
政
策
支
援

を
集
中
す
る
と
し
た
「
経
営
所
得
安
定
対
策

等
大
綱
」
の
決
定
が
図
ら
ず
も
時
を
同
じ
に

し
ま
し
た
。
認
定
農
業
者
が
中
心
と
な
っ
て

日
本
農
業
の
維
持
発
展
を
再
構
築
す
る
と
し

た
当
大
綱
に
改
め
て
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
は
日
本
総
合
研
究
所
理
事
長

の
寺
島
実
郎
氏
が
「
日
本
経
済
に
お
け
る
国

内
農
業
の
方
向
と
今
後
の
国
際
化
へ
の
対
応

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
常
に
国
際
情
報
を

意
識
し
た
農
業
経
営
者
に
な
る
よ
う
示
唆
し

ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
昭
和
村
の
グ
リ
ー

ン
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役
小
林
安
郎
氏
か
ら

「
中
山
間
過
疎
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
型

農
業
経
営
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
そ
の
可

能
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
８
コ
ー
ス
の
現
地
研
修
に
分
か

れ
て
地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
業
経
営
等
の

研
さ
ん
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
サ
ミ

ッ
ト
で
全
国
認
定
農
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

設
立
さ
れ
、
愛
称
「
い
き
い
き
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
倶
楽
部
」
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
の

協
議
会
も
加
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
会
長
に
茨
城
県
の
宮
田
静
認
定
協
会
長

が
選
任
さ
れ
体
制
も
整
い
、
今
後
の
組
織
活

動
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

去
る
、
10
月
27
日
に
決
定
し
ま
し
た
「
経

営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
は
、
こ
れ
ま
で

の
農
政
を
根
本
的
に
見
直
す
も
の
で
、
平
成

19
年
度
か
ら
実
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
内
容
を

十
分
、
理
解
を
し
て
対
処
し
な
い
と
政
策
支

援
の
対
象
外
に
な
る
な
ど
農
業
経
営
上
、
不

利
に
な
る
こ
と
が
生
じ
ま
す
の
で
、
全
て
の

農
業
者
は
も
と
よ
り
関
係
機
関
・
団
体
も
早

急
に
認
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
大
綱
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
３
課
題
を
一

体
に
し
て
決
定
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ

目
が
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
、
二
つ
目

が
米
政
策
改
革
推
進
対
策
、
そ
し
て
三
つ
目

が
資
源
・
環
境
対
策
で
す
。

ま
ず
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
で
す

が
、
水
田
や
畑
作
で
は
品
目
別
で
は
な
く
経

営
全
体
に
着
目
し
て
、
直
接
支
払
い
制
度
を

導
入
す
る
も
の
で
、
そ
の
対
象
が
認
定
農
業

者
と
一
定
の
条
件
を
満
た
す
集
落
営
農
経
営

組
織
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
対
象
担
い
手
に

な
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
知
事
の
特
認
等
も
あ
り
早
く
説
明
会
等

3
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〜
い
わ
て
農
業
者
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座
〜

「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」

研
修
に
６
０
０
名

〜
岩
手
か
ら
２
５
０
名
参
加
し
全
国
組
織
化
に
賛
成
〜

全
国
の
認
定
農
業
者
２
５
０
０
名

福
島
県
に
集
う

〜
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
決
定
〜

農
業
・
農
村
が
大
変
革
に
突
入
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へ
出
席
し
て
理
解
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。次

の
米
政
策
改
革
推
進
対
策
は
、
こ
れ
ま

で
の
米
政
策
改
革
大
綱
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
な
が
ら
先
の
品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
の
導
入
を
踏
ま
え
て
産
地
づ
く
り
対
策

等
に
つ
い
て
整
合
性
を
図
り
つ
つ
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

更
に
、
資
源
・
環
境
対
策
は
、
農
業
の
多

面
的
機
能
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
、
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

こ
れ
は
農
道
や
水
路
等
の
管
理
を
共
同
活

動
と
し
て
行
う
場
合
へ
の
支
援
、
化
学
肥
料

や
農
薬
を
軽
減
し
た
環
境
に
優
し
い
集
落
単

位
の
営
農
に
支
援
さ
れ
る
も
の
で
す
。

以
上
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
優

し
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
参
考
資
料
が
発
刊
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
理
解
し
て
来

年
度
の
営
農
計
画
等
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

去
る
、
10
月
17
日
に
盛
岡
市
の
県
庁
前
で

増
田
寛
也
知
事
の
出
席
の
下
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
岩
手

ふ
る
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
出
発
式
が
２
０
０
名
の
見
送
る
中
で
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
の
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
に

示
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
、
明
確
な
担

い
手
、
認
定
農
業
者
と
集
落
営
農
、
農
業
法

人
の
育
成
・
確
保
を
記
し
た
岩
手
県
知
事
と

岩
手
県
農
業
会
議
の
中
野
会
長
の
連
名
親
書

を
託
さ
れ
た
「
岩
手
ふ
る
さ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
大
槻
良
輔
理
事
長
等
が
各
市
町
村
長
、

農
業
協
同
組
合
長
、
各
地
方
振
興
局
長
に
直

接
届
け
る
も
の
で
、
10
日
間
で
農
村
部
３
０

０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
な
り

ま
し
た
。
活
動
中
に
当
大
綱
が
決
定
公
表
さ

れ
、
市
町
村
長
等
の
理
解
も
頂
い
て
、
極
め

て
時
宜
を
え
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
戦
略
に
な
り

ま
し
た
。

去
る
、
11
月
30
日
に
東
京
都
の
第
一
衆
議

院
会
館
地
下
食
堂
に
お
い
て
、
衆
議
院
議
員

の
小
沢
一
郎
氏
、
玉
澤
徳
一
郎
氏
、
鈴
木
俊

一
氏
、
達
増
拓
也
氏
、
黄
川
田
徹
氏
、
参
議

院
議
員
の
平
野
達
男
氏
、
主
濱
了
氏
に
対
し

て
、
農
業
会
議
の
中
野
昌
造
会
長
ほ
か
、
各

市
町
村
農
業
会
議
会
長
等
約
40
名
で
政
策
要

望
を
行
い
ま
し
た
。
中
野
会
長
か
ら
日
頃
、

本
県
農
業
へ
の
ご
支
援
に
対
し
て
感
謝
し
、

今
後
の
大
改
革
に
お
い
て
も
、
や
る
気
の
あ

る
農
業
者
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
尽
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

主
な
要
請
は
戦
後
の
農
政
を
根
本
的
に
改

革
す
る
と
さ
れ
る
「
新
し
い
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
の
具
体
化
に
向
け
た
「
経

営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」
の
実
施
が
平
成

19
年
度
か
ら
と
な
っ
て
お
り
、
岩
手
県
の
農

業
振
興
も
大
き
く
影
響
を
受
け
る
こ
と
か
ら

具
現
化
に
向
け
て
の
予
算
措
置
等
に
つ
い
て

担
い
手
「
親
書
」
を
託
さ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
県
へ
キ
ャ
ラ
バ
ン

〜
岩
手
の
実
情
に
合
っ
た
担
い
手
育
成
を
〜

県
選
出
国
会
議
員
に
政
策
要
望



要
請
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業

交
渉
等
に
つ

い
て
は
、
本

県
を
は
じ
め

農
業
県
に
不

利
に
な
ら
な

い
よ
う
な
日

本
案
が
実
現

す
る
よ
う
特

段
の
取
り
組

み
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

各
議
員
か
ら
は
、
要
請
内
容
は
正
に
そ
の

と
お
り
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
実
現
に
誠
心

誠
意
努
力
す
る
と
熱
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
し
た
農
業
委
員
か
ら
は
、
小
沢
一
郎
先

生
を
は
じ
め
、
こ
れ
だ
け
の
国
会
議
員
が
参

加
し
て
頂
い
て
頼
り
が
い
あ
る
、
お
ら
が
国

の
先
生
に
満
足
を
し
て
い
ま
し
た
。

去
る
、
12
月
６
日
に
盛
岡
市
の
エ
ス
ポ
ワ

ー
ル
い
わ
て
に
お
い
て
、
約
60
名
の
女
性
認

定
農
業
者
が
集
い
研
修
会
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
の
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

本
県
の
女
性
認
定
農
業
者
は
全
国
一
の
約

２
５
０
名
で
、
全
認
定
農
業
者
約
７
０
０
０

名
の
４
パ
ー
セ
ン
ト
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
女
性
農
業
者
の
経
営
と
家
族
経
営
協
定

の
役
割
」
と
題
し
て
、
岩
手
県
立
大
学
総
合

政
策
学
部
の
吉
野
英
岐
助
教
授
に
講
演
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、
矢
巾
町
の
廣
田
百
合
子

さ
ん
、
花
巻
市
の
斎
藤
和
子
さ
ん
、
金
ヶ
崎

町
の
石
母
田
れ
い
子
さ
ん
、
九
戸
村
の
本
地

安
代
さ
ん
か
ら
事
例
報
告
と
し
て
認
定
農
業

者
へ
の
き
っ
か
け
や
経
営
状
況
と
今
後
の
夢

を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吉
野
助
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
、
事
例
報
告
者
４
人
に
よ
る
バ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
「
女
性
認
定
農

業
者
の
有
利
点
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
可
能

性
に
つ
い
て
」
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

女
性
認
定
農
業
者
に
も
夫
の
兼
業
で
実
質

経
営
者
と
し
て
、
家
族
経
営
協
定
の
経
営
者

に
分
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
経
営
内
容
に
よ
っ

て
も
個
人
差
が
大
き
く
一
律
的
な
方
向
性
は

見
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
女
性
の

経
営
感
覚
と
男
性
の
経
営
感
覚
は
異
な
る
も

の
で
、
両
者
の
利
点
を
引
き
出
し
た
経
営
を

確
立
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
認
識

し
合
い
ま
し
た
。

発
言
内
容
か
ら
、
女
性
の
利
点
は
、
消
費

者
志
向
や
付
加
価
値
化
へ
の
対
応
は
、
男
性

の
そ
れ
と
は
格
段
の
差
か
あ
る
こ
と
や
経
理

や
対
外
折
衝
等
も
勝
る
分
野
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
、
女
性
認

定
農
業
者
部
会
程
度
の
組
織
化
で
様
々
な
情

報
交
換
の
場
に
す
る
こ
と
が
男
女
相
互
の
経

営
者
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
集
い
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
、
新
し
い
農
業
経
営
者
や
経
営
体
の

実
現
に
効
果
的
な
手
段
に
な
る
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
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１
　
三
位
一
体
改
革
具
体
化
へ

地
方
へ
の
税
権
移
譲
が
３
兆
円
程

度
に
な
り
、
農
業
委
員
会
交
付
金
も

平
成
18
年
度
か
ら
人
件
費
の
う
ち
農

地
面
積
分
と
農
家
戸
数
分
約
50
％
が

税
源
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
財
源
を
確
保
す
る
に
は
農
業
委
員

会
会
長
の
市
町
村
長
へ
の
直
接
要
求

が
よ
り
重
要
に
な
り
ま
す
。

２
　
農
業
委
員
の
役
割
拡
大

「
政
策
支
援
担
い
手
の
農
地
面
積

条
件
は
、
農
業
委
員
会
の
農
地
基
本

台
帳
か
ら
、
認
定
農
業
者
の
掘
り
起

こ
し
を
担
当
地
区
か
ら
、
遊
休
農
地

解
消
の
代
執
行
は
農
業
委
員
の
指
導

か
ら
、
目
ま
ぐ
る
し
く
改
革
が
進
む

農
政
の
情
報
提
供
は
農
業
委
員
か

ら
」
と
な
り
、
そ
の
責
務
が
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

３
　
全
国
農
業
図
書
で
先
見
性
を

日
本
型
直
接
支
払
い
制
度
の
対
象

担
い
手
。
税
制
優
遇
措
置
の
認
定
農

業
者
、
青
色
申
告
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
組
織
化
。

農
業
者
年
金
で
老
後
の
生
活
保
障

等
、
実
務
的
な
新
刊
が
続
々
、
発
刊

し
て
い
ま
す
。
本
屋
さ
ん
で
は
取
り

扱
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
相
談
、

申
し
込
み
は
農
業
委
員
会
ま
た
は
農

業
会
議
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

TOPICS

〜
女
性
経
営
者
の
利
点
を
確
認
〜

初
の
女
性
認
定
農
業
者
の
集
い



●
つ
い
に
決
定
し
た
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等

大
綱
」。
農
家
全
員
へ
の
政
策
支
援
が
条
件
を

満
た
し
た
農
業
者
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
全
員

の
農
家
が
今
ま
で
ど
お
り
対
象
に
な
り
得
ま

す
。
生
産
者
か
ら
経
営
者
に
意
識
改
革
を
す

る
こ
と
と
集
落
営
農
組
織
や
農
業
法
人
の
構

成
員
に
参
画
す
る
こ
と
で
立
派
な
担
い
手
に

な
り
ま
す
。

●
農
政
の
大
変
革
を
知
ら
な
い
農
業
者
が
70
％

に
及
ぶ
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
週
刊
の

全
国
農
業
新
聞
は
農
政
等
を
詳
し
く
解
説
し

て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
農
業
委
員
会
に
申
し
込

み
ま
し
ょ
う
。

●
第
50
回
の
農
業
委
員
大
会
で
責
務
と
し
て
、

地
区
内
の
農
地
の
番
人
、
認
定
農
業
者
等
の

相
談
役
、
最
新
情
報
の
提
供
者
等
、「
積
極
的

に
行
動
す
る
農
業
委
員
」
を
申
し
合
わ
せ
決

議
を
し
た
千
人
の
委
員
各
位
に
感
動
を
し
ま

し
た
。

●
経
営
能
力
ア
ッ
プ
や
財
務
関
係
の
全
国
農
業

図
書
を
求
め
る
農
業
者
や
関
係
者
が
増
え
始

め
ま
し
た
。
新
し
い
農
業
・
農
村
の
息
吹
が

近
い
と
感
じ
る
と
と
も
に
岩
手
の
経
営
者
に

誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

●
最
近
、
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
す
る
農
業
委
員
活

動
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

や
家
族
経
営
協
定
等
の
活
躍
で
地
域
で
の
存

在
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
活
動

し
て
、
ど
ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

●
今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

も
皆
様
に
と
っ
て
、
最
良
の
犬
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。（

由
）
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政
策
支
援
担
い
手
と
は

4
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
認
定
農
業
者

や
県
内
の
7
〜
80
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
兼
業
・
小
規
模
農
は
ど
う
し
た

ら
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
の
支

援
農
家
に
な
れ
る
の
か
。（
釜
石
市

Ａ
・
Ｙ
生
）

●
条
件
を
満
た
さ
な
い
認
定
農
業
者
は

何
人
か
で
Ｌ
Ｌ
Ｐ
等
の
組
織
を
立
ち
上

げ
る
か
、
兼
業
・
小
規
模
・
複
合
経
営

等
を
構
成
員
と
す
る
集
落
営
農
組
織
に

参
加
す
る
こ
と
で
直
接
あ
る
い
は
間
接

的
に
対
象
農
業
者
に
な
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。（
経
営
部
　
村
上
次
長
）

共
同
作
業
と
は

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の

共
同
活
動
へ
の
支
援
と
は
、
具
体
的

に
何
の
作
業
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。（
大
槌
町
　
Ｋ
・
Ａ
）

●
農
道
・
水
路
な
ど
の
資
源
は
、
集
落

等
の
共
同
活
動
で
保
全
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
た
め
に

農
業
外
の
人
達
も
含
め
て
草
刈
、
泥
上

げ
等
を
共
同
作
業
す
る
場
合
や
化
学
肥

料
、
農
薬
を
減
量
す
る
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
を
組
織
的
に
行
う
場
合
に
支
援

す
る
も
の
で
す
。
（
事
務
局
長
）

こ
の
改
革
は
本
気
か

こ
れ
ま
で
も
農
政
の
曲
が
り
角
と
称

し
て
様
々
、
農
政
改
革
を
し
て
き
た

が
、
実
態
は
あ
ま
り
変
化
も
改
善
も

し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
、
今
回
は

本
気
に
や
れ
る
の
か
。
（
玉
山
村

Ｍ
・
Ｓ
）

●
全
体
の
行
財
政
改
革
や
国
際
規
律
の

変
化
と
農
業
・
農
村
の
担
い
不
足
、
高

齢
化
で
脆
弱
化
し
て
い
る
実
体
か
ら

「
新
し
い
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
、
根
本
的
な
改
革
を
平

成
19
年
度
か
ら
実
行
す
る
こ
と
は
確
実

で
あ
り
、
早
急
な
対
応
が
不
可
欠
と
判

断
す
る
べ
き
で
す
。
（
事
務
局
長
）
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―
八
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刷
／
川
口
印
刷
工
業
株
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会
社

１月10日 第304回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

１月25日 いわて農業者トップスクール修了式
（盛岡市メトロポリタンニューウイング）

２月７日 いわて農業法人ビジネススクール終了式
（盛岡市　岩手大学農学部）

２月8日 市町村農業委員会事務局長会議・研修会
（盛岡市）

２月10日 第305回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

２月17日 市町村農業委員会会長会議・研修会　
（未定）

２月中旬 異業種交流セミナー（予定）
（盛岡市）

２月下旬 経営者セミナー（予定）
（盛岡市）

３月13日 第306回常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

３月24日 第81回岩手県農業会議定期総会
（盛岡市　エスポワールいわて）

18年1月から3月の主な行事


